Discourse Development Strategies in Japanese TV Interviews by タカギ, サチコ & 高木, 佐知子
Osaka University
















学位授与年月日 平成 11 年 3 月 25 日
学位授与の要件 学位規則第 4 条第 1 項該当
言語文化研究科言語文化学専攻















本論文が提示するのは，社会言語学の 1 分野である談話分析に基づく研究である o 分析の対象は， NHK テレビの
「スタジオパークからこんにちは」という生のインタビュー番組である。この番組では，男女 2 人の司会者が 1 人の
ゲストを約40分間インタビューしているが， 20名程の観客がスタジオ内でそのやり取りを聞いており， この観客の存








的関係を，その人の発話の特徴から明らかにする o また，グライスの語用論は， I協調の原理」に基づいて話し手の






会話者どうしが相互に発話の意味を推論し理解してし、く過程の明確化を図るものである O そして，前述した 5 つのそ
















1 )相手の発話に対する解釈や仮説を提示する。 2) トピックの維持または発展において，相手の反応や確認を得る。
3 )フィラー，へッジ，パックチャンネルの提示により会話を発展させるo この 3 種類をそれぞれ， 1) I発話内容
の組織立てJ Cformulating) 2) I トピックコントロールJ (topic control) 3) Iあいづち J (back channel)と呼
ぶことにして，その機能の種類ごとに下位分類を行った。つまり， 1) の「発話内容の組織立て」に関しては， I発
話内容の明確化J (clarifying) , I発話内容の具体化J Cmaterializing) , I発話内容の言い替えJ Credefining) , I発話
内容の検討J (examining) , I発話内容の結論づけJ (summarizing and concluding) である o また， 2) のトピック
コントロールについても， I トピックに関する説明J (explaining) , I トピックに関する相手への要求や要請J (1子
quiring) , I トピックに関する質問J (questioning) , I トピックに関する感想やコメント J (commenting) , I トピッ









































本論文は 7 章からなる O 第 1 章では，本研究における理論的枠組とその基本的概念・研究目的を提示し，先行研究
の考察を行った上で，本研究の意義を述べている o さらに，本論文の理論的枠組である相互作用的社会言語学を他の
アプローチと比較することにより，広大な裾野を持つ談話分析的研究における本論文の位置づけを明確にしている。
第 2 章では，本データを採用した理由およびその有効性について諸点を叙述している o さらに，本研究において見い
出された談話発展のストラテジーを具体的に例証している D 第 3 章ではそのストラテジーの 1 つである，“formu­
lating" (発話内容の組織立て)が，いかにゲストの発話の明確さを高め，観客が意味ゐ推論を容易に行って積極的
な聞き手としての位置づけを得るのに貢献しているかを経験的に考察している。第 4 章では，“topic control" (ト
ピックコントロール)により， トピックの変化が導かれるだけではなく， トピックの進展がし、かにスムーズになされ
るか，また， トピ y クに関連する質問や確認や依頼を行うことにより， l、かに観客を刺激しながらトピックが深めら
れていくかについての検証がなされている。第 5 章では，従来から幅広く研究がなされている“back channel" (あ
いづち)の現象をテレビインタビューのコンテクストに捉え直し，談話の発展における働きを浮き彫りにしている。
第 6 章においては，上記のストラテジーについて，社会的相互作用という観点をよりいっそう強調することで，新た
な角度からの考察を行っている O 第 7 章では，研究のまとめを行った上で，メディアでの会話が実際，観客に対して
いかに歩み寄りを行っているものであるかという観点から本研究の考察を再確認している O また，ストラテジー全体

















と。 2) 4 次元の多層構造の一部であるファックスを通したテレビ視聴者とスタジオの会話者との相互作用，および
インタビューの談話の流れに与える影響についての考察を深めること。 3) 今回の補足的な量的考察を将来的には統
計処理可能なものとして提示できるようにすることである o
しかし，以上の諸点を考慮したうえでも，本論文は，従来の研究の水準を越える優れたものであり，博士(言語文
化学)の学位請求論文として十分に価値のあるものと認められる。
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